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数々の西村作品の初演を手掛けた二人が、最後に遺された作品を披露する。

パシフィックフィルハーモニア東京 第���回定期演奏会
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指揮：飯森範親 Norichika Iimori ピアノ：小菅優 Yu Kosuge

ブルックナー：交響曲第�番 ホ長調
（ノヴァーク版・一部ハース版）

西村朗：ピアノとオーケストラのための《神秘的合一》
（����年度 パシフィックフィルハーモニア東京 委嘱作品 / 遺作）

西村朗：カラヴィンカ （ピアノ独奏）

(c) Marco Borggreve©山岸伸
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　ブルックナーを聴く楽しみは尽きない。交響曲第�番では、原始
霧と呼ばれる冒頭のトレモロに乗り、奏でられる美しい旋律。ワー
グナーを追悼した第�楽章の深さ。躍動感あふれる第�楽章。そして
終楽章の高揚…。生誕���年の特別な節目に、「ブルックナーを究
めたい」と語る飯森範親が贈る演奏会が、この定期演奏会である。
　前半では、西村朗のピアノ協奏曲「ピアノとオーケストラのため
の《神秘的合一》」が、小菅優というまたとない独奏者を得て世界

初演されるはずだった。ところが、あろうことかの西村の急逝。西村
は第�楽章を完成させており、遺作として演奏することが決まった。
さらに、小菅の����年のザルツブルック音楽祭デビューのために
書き下ろされた「カラヴィンカ」が取り上げられる。
　小菅と飯森は、旺盛な創作を続けてきた西村の厚い信頼を得て
きた音楽家である。入魂の演奏となることだろう。

（藤盛一朗）

©Takashi Fujimoto

����年「東京ニューシティ管弦楽団」として設立。定期演奏会等の自主公演の他、オペラ、
バレエ、レコーディング、メディア出演、ポップス演奏会など幅広く活動。����年からは楽
団誕生の地・練馬で定期演奏会を開催し、地元に根差した活動も行っている。音楽監督：
飯森範親、指揮者：園田隆一郎、ポップスエグゼクティブプロデューサー：藤原いくろう

管弦楽：パシフィックフィルハーモニア東京 Pacific Philharmonia Tokyo
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・イープラス
https://eplus.jp

・チケットぴあ
https://t.pia.jp

FacebookX（Twitter） Instagram

メールマガジン・SNS 最新情報・お得な情報はこちらから

LINE メルマガ登録

［注意事項］※未就学児の入場はご遠慮ください。　※やむを得ず、出演者・演目が
変更になる場合がございます。　※公演中止の場合を除き、チケットのキャンセル・
払い戻しは行いません。

生誕���年のブルックナー�番と、急逝した西村朗の遺作

(c) Marco Borggreve

ピアノ：小菅優 Yu Kosuge

����年カーネギーホールで、翌��年にはザルツブルク音楽祭でそれぞれリサイタル・デビュー。ドミトリエフ、デュトワ、小
澤らの指揮でベルリン響などと共演。��年にザルツブルク音楽祭でポゴレリッチの代役として出演。その後も世界的な活
躍を続ける。現在は様々なベートーヴェンのピアノ付き作品を徐々に取り上げる新企画「ベートーヴェン詣」に取り組む。
��年に第��回サントリー音楽賞受賞。��年秋、ベートーヴェンのピアノ・ソナタ全集完結記念ボックスセットをリリース。

����年から�年にわたり『Four Elements』を、����年からは新しく『ソナタ・シリーズ』を開催。なお、西村作品は����年にピアノ協奏曲
「シャーマン」を、����年にソロ曲の「カラヴィンカ」を初演している。

©山岸伸

指揮：飯森範親 Norichika Iimori

桐朋学園大学指揮科卒業。ベルリン、ミュンヘンで研鑚を積み、これまでにフランクフルト放送響、ケルン放送響、チェコ・
フィル、モスクワ放送響等に客演。��年、ドイツ・ヴュルテンベルク・フィルハーモニー管弦楽団音楽総監督（GMD）に着任
し、日本ツアーも成功に導いた。国内では��年以来、東京交響楽団と密接な関係を続け、正指揮者、特別客演指揮者を歴
任。��年度 芸術選奨文部科学大臣新人賞を受賞、��年より山形交響楽団音楽監督に就任、芸術総監督を経て、��年より

同楽団桂冠指揮者。パシフィックフィルハーモニア東京音楽監督、日本センチュリー交響楽団首席指揮者、群馬交響楽団常任指揮者、いず
みシンフォニエッタ大阪常任指揮者、東京佼成ウインドオーケストラ首席客演指揮者、中部フィルハーモニー交響楽団首席客演指揮者。
オフィシャル・ホームページ http://iimori-norichika.com/


